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東支那海におけるシロカジキの漁場構成

に関する研究 － １

漁場におけるシロカジキの海洋環境の特徴について
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ｌｎｔｈｅＥａｓｔＣｈｉｎａＳｅａ，mutualseasonalchangescanbeobservedbetweGnthe

Kuroshiwowarmcurrentandthecoastalwatermass（Fig.１)．Hydrographicalcon‐
ditionsonthewhitemarlinfishinggroundsdependuponthechangesofthesetwo
watermasses、Ａｓｓｈｏｗｎｉｎｔｈｅｃｈａｒｔｓ（Fig.３－Ａ,Ｂ,Ｃ＆Ｄ)，thefishinggrounds
ofwhitemarlinsroughlycoincidewiththoseofmackerelsirrespectiveofthefishing
seasons，ｈｅｎｃｅｉｔｉｓｔｏｂｅｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄｔｈａｔｍａｃkerelsplayapartasabiologicalfactor
forwhitemarlins・

Thefishinggroundsinwintel･areformedintheoutsidevicinityoｆｔｈｅｃｏｌｄｒｒｏｎｔ
(nearLat､26.Ｎ）ｉｎｔｈｅｓｏｕｔｈｅｍｐａｒｔｏｆｔｈｅＥａｓｔＣｈｉｎａSea，whileinspringand
summerthefishinggroundsarefoundintheoutsidevicinityofthelow-salinityfront
(nearLat､29.Ｎ）intheeasternpartoftheEastChinaＳｅａ（Pi9.2)．Inautumnsuch
frontalareasbecomeundistinguishableandstillthefishi刀ggroundsofwhitemarlins
andthoseofmackerelsareformedoverlappinｇｅａｃｈｏｔｈｅｒ（Fig.３－，)，therefbreit
seemsverylikelythatthefbrmationofthewhitemarliniishinggroundsinautumn
dependmoreonthedistributionofmackerelsratherthanonthehydrographiccon‐
ditions．

まえがき

東支那海（東海）におけるシロカジキの漁場構成を考究するには，東支那海（東海）におけるシロカジキの漁場構成を考究するには，その漁場海域の海洋

学的性格を明らかにする必要がある．

東海には黒潮暖流系水と大陸沿岸系水との性格を全く異にする両系水,’2)があり，両者の

配在を模式的に示せばFig.１のようである．

東海の海況は両系水の相対的な消長に大きく支配されている．ゆえに，南方海域から東

海に来遊するシロカジキの漁場構成には，これら両系水の消長が少なからず影響している

ようである．

本篇では’前記両系水の消長をその水温と塩素量の分布によって考え，その時間的，

空間的な変化に伴なうシロカジキ漁場の出現状況について考究した．また，東海中央部海

域の海洋構造とシロカジキ，サバ漁場との関連性についても検討し，更にこの場合シロカ

ジキの来遊目的がサバ，アジなどを対象とする索餌3,4)であるとされているので，サバ漁場

の介在によるシロカジキの環境構成に関しても併せて考察したのである．
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漁場海域の海況変動と漁場構成

東海におけるシロカジキ漁場とその水

温，塩素堂の分布をＦｉｇ２のように緯度

別，月別に示した．この水温と漁場の調

査資料は1953～1956年間におけるもの

であり，水温は表面水温の月別平均値を

用いた．塩素量の調査資料は全域的にき

わめて少ないので，関係調査機関＊に

よって1954～1957年間に調べられた資

料5)を総合して用いた．この図によって，

シIユカジキの漁場海域における海況の季

節的変動に伴なうその漁場の出現状況に
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ついてﾗ考察した．
Ｆｉｇ．１．Ｓｃｈｅｍａｔｉｃｃｈａｒｔｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅ

漁場海域の水温は総体的に２月最低でoceanographicstructLlrcofthe
EaｓｔＣｈｉｎａＳｅａ・

あり，８月最高となっている．ｌ～５月間

の水温は，27.Ｎ附・近でその傾度が激しくなっており，空間的な温度差が大きくなってい

る．５～７月間の水温は，その初期において北部海域が急速に昇温し，空間的な温度差がき

わめて少なくなる．しかし，全域的な昇温が顕著になるので，時間的な温度差が非常に大

きくなっている．７～９月間の水温は，その昇温が一時止まり，全域的に最高水温状態を示

すようになる．この間の水温変化は時間的，空間的にきわめて少ないのである．９月以降

の水温は，全域的に降温しているが，その温度差は，春季の場合とほぼ同様で，空間的に

少なく，時間的に概しで顕著になっている．

このような表面水温の時間的変化は主として季節的な気象要因に基いているものと考え

られ，この水温変化のみでは前記両系水の相対的消長は余り明らかにされない．

漁場海域の塩分は，冬季に高航であり，夏季に低賦となっており，季節的な差異がきわ

めて顕著である．すなわち，この海域は１～２月には全域的に年間における最高の塩素量を

示している．４月頃からはその中央部海域の塩素鮭が逐次減少し，その後北部海域におよ

び‘低臓となっている．また，この海域は６～８月間特に低'誠となり，７月には最低の塩素量

を示している．これは，大陸沿岸系水の低航水帯が４月頃から逐次発達し，漁場海域にお

よんだものと考えられる．８～９月になるとこの海域は，前記の低臓水帯が衰退し，再び全

域的に高械となる．１０月以降には漁場の低賊水帯はほとんど認められなくなり，一方黒潮

系の高鹸水帯が全域的に拡張するようになるものと考える．

東海のシロカジキ漁場は，冬季には26.Ｎ附・近の南部海域にのみ出現している．これは，

シロカジキが寒冷な前線帯にはばまれて４月頃までは全く北上出来ないためであろう．５～

７月の漁場海域は前述のように全域的に昇温するので，寒冷な前線帯は衰退するが，大陸

沿岸系水による低賊な前線帯が漁場中央部の２９°Ｎ附・近に出現するようになる．このため

この頃のシロカジキは水温的には一応開放され29.Ｎ附近まで北上して漁場を構成するが，

長崎海洋気象台，長崎県水産試験場，鹿児島県水産試験場，福岡県水産試験場．
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低賊な前線帯によってその北上が一時はばまれるようになるものと思考する．しかして，

8～９月に漁場の低臓水帯がようやく弱勢となり，その水温が最高を示すようになると，シ

ロカジキ漁場は北部海域に出現するようになる．その後漁場海域は更に全域的に高雛とな

るが，その水温は概して急激に降下している．このため漁場は南下の傾向を示すようにな

るが，１２月頃までは漁場海域の大部分がシロカジキの適正水温範囲になっているので，そ

の漁場は南北に広く拡散して形成されるようになるものと考える．

以上において，シロカジキの時間的，空間的な漁場構成は，春秋によってその意義が相

違しているようである．すなわち，冬。春季にはシロカジキは，低温.または低航な前線帯

にその北上回遊をはばまれながらも，その附近の適ｊＥ水帯側にその漁場を形成しているよ

うである．しかし，夏・秋季にはこのような前線帯の影響はほとんど認められなく，海況

的にはきわめて開放的になるので，シロカジキの漁場は分散的にほとんど全域にわたり出

現しているようである．

春季漁場

1955,1956,1959年の各年におけるシロカジキ，サバの漁況資料''6)と海洋観測資料とに
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基いてFig.３を画き，その春季漁場の性格について検討.した．

各図に見られるようにこの季における大陸沿岸系の低温，低I誠な水帯の張出はまだきわ

めて明瞭であり，一方黒潮系の暖水帯の北上圧迫も非常に優勢となっており，両者の間に

はきわめて顕著な潮境現象が観察されている．特に1955,1956年には東海の西方を北上す

る中間暖水帯の先端部が黄海方面から張出している冷水帯内に浸入しており，その附近の

暖水側にシロカジキとサバの漁場が集って構成されている．

また，各年ともシロカジキの漁場附近にはサバ漁場が必ず構成されており，その分布は

シロカジキにとって生‘物学的環境要因3)となっているようである．しかし，サバはシロカジ

キより更に低温，低砿な水帯側に分布する場合もある．すなわちシロカジキはサバを求め

てその水帯内へどこまでも潜入するのでなく，ある限度において海況的な制約を受けるよ

うになるものと考える．シロカジキとサバの漁場水温は余り相違していなく，その最低水

温はほぼ２１℃となっている．しかし，漁場の最低塩分についてはシロカジキはサバより幾

分高縦であり，その漁場ば塩素暇18.6％以下の低賊な海域にはほとんど出現していないよ

うである．
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春季における東海のシロカジキは上記のようにきわめて顕著な潮境の暖水側に現われて

おり，その環境に順応出来る範囲内において低温，低鹸な海域に回遊し，索餌目的を果し

ているものと考える．このため，漁場における操業位置は局部的に集合しており，その漁

況は，好釣獲率を示す場合が多くなっており，概して活況を呈している．しかし，漁場附

近における局部的な海況変動はその漁場構成に大きく影響するようになるものと思考する．

秋季漁場

秋季における総合的な調査資料はきわめて少なく，木篇では1959年の資料に基いて考察
した．

この季におけるシロカジキの漁場海域には，低温，低鯨な大陸沿岸系水の張出が春季の

場合のように明瞭に観察されなく，わずかにその形跡をとどめる程度である．

ゆえに，漁場海域における潮境現象は非常に不明瞭であり，海況的にはきわめて開放的

になっている．また，その海域は，水温２３～25℃，塩素量１８８～19.2％となっており，春
季漁場よりも概して高温，高赫である．

しかして，この季のシロカジキ，サバの漁場は比較的広範囲に及んで拡散しており，春

季のような海況条件に基く制約はほとんど観察されていない．ただ，この季は，サバ漁場

附近にシロカジキの釣獲位置が集合しており，その漁場が構成されているようである．

すなわち，秋季におけるシロカジキの漁場構成は，その漁場海域がシロカジキにとって

海況的にほぼ適祇な範囲内にあるので，現場の海況条件よりむしろサバの分布状況に関連
する場合が多いように思考する．

結 び

東支那海においては常に黒潮暖流系水と大陸沿岸系水とが相対しており，その季節的な

消長はシロカジキ漁場の海況を変え，その漁場構成に非常に影響を及ぼしているようで
ある．

すなわち，冬季には東海の26.Ｎ附近以北の海域が非常に寒冷であるので，シロカジキ

はその南部海域にのみ出現している．春夏季には全域的に昇温するが，29.Ｎ附・近以北の海

域が非常に低臓になるので，この海域にはシロカジキ漁場はほとんど構成されていない．

秋季には漁場海域全般がシロカジキにとってほぼ適正な水温，塩分の範囲内となるので，

海況に条件関係なくシロカジキは全域的に拡散して分布するようになる．

また，春季畠の漁場海域は前記両系水の潮境が顕著に現われており，その暖水側にシロカ

ジキの釣獲位置が集合し，その漁況は概して良好である．秋季の漁場海域にはこのような

潮境はきわめて不明瞭となり，シロカジキ漁場ば広く分散するようになる．

なお，シロカジキ漁場は常にサバ漁場附近に構成されており，これはシロカジキの索餌

生態に伴なう現象であると考えられている．しかし，海況的にはシロカジキはサバよりも

外洋性であり，低温，低航な海況条件による制約もサバより大である．ゆえに東海におけ

るシロカジキは，その適ｌＥな海況の範囲内においてはサバがその生物学的環境要因となり，

サバと共にその漁場を構成するようになると思考する．

終りに，この研究のために貴重な調査資料の提供と御教示を賜った南海区水産研究所，
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鹿児島県水産試験場の関係各位に対して深甚なる謝意を表する．
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